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↑詳しくはこちら
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望があれば、職場
や集会所などへ出
向いて受付します
ので、ぜひご連絡
ください。

お問い合わせ先：住民生活課 税務住民係
　　　　　　　　電話 5-1112
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冬期火災予防運動

お問い合わせ先：北留萌消防組合消防署 幌延支署　電話 ５-１１５９

　 北留萌消防組合では、全国各地で住宅火災により死傷者
が発生している状況から『冬期火災予防運動』を実施します。
　この時季は、暖房器具の使用による取扱いの不注意や不
始末から火災が多く発生しております。火の消し忘れがな
いかよく確認し、火気の取扱いには十分注意しましょう。
　また、死傷者の発生を防ぐため、住宅用火災警報器の点
検を行い、窓やベランダなど玄関以外の避難口を複数確保
しておきましょう。

実施期間

令和６年２月１５日（木）～２月２7日（火）
統一標語

『火を消して　不安を消して　つなぐ未来』


